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イ刀
は

箱:
見み袋じ

す
か
せ

薇

こ
こ
ろ
の
欲
を

若

葉

令
和
２
年
の
新
年
を
迎
え
て

特
定
非
営
利
活
動
法
人

京
都
市
肢
体
障
害
者
協
会

理
事

長

２
０
２
０
年

の
新
春
を
皆
様
と
ご

一

緒

に
迎
え
る
こ
と
が
出
来

て
大
変
う
れ

し
く
思

い
ま
す
。

今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

・
パ
ラ

リ
ン
ピ

ツ
ク
が
開
催
さ
れ
、
世
界
中
か

ら
多
く

の
人

々
が
や

つ
て
き
ま
す
ｏ
各

国

の
選
手
団
や
観
光
客
が
町
中

に
盗
れ

て
と
て
も
賑
や
か
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況

の
中

で
私
た
ち
障
害

者
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
と
気
軽

に
声
を

掛
け
合
う
こ
と
が

一
番
心

の
バ
リ
ア
を

無
く
す
手

っ
取
り
早

い
方
法
だ
と
思

い

ま
す
。
な
か
な
か
声
は
出
な

い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
臆
す
る
こ
と
な
く
最
初

の

一
声
を
発
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

大

江

正

照

ハ

ロ
ー
　
ウ

エ
ル
カ

ム
　
ト

ゥ

キ

ョ
ウ
ト
　
マ
イ
ネ
ー
ム
　
イ
ズ

　

マ

サ
テ
ル
　

ハ
ウ
ア
ユ
ー
？

こ
れ
が
私

の
新
年

の
提
案

で
す
。
何

か
新
し
い
取
り
組

み
を

一
つ
で
も
二

つ

で
も
や

っ
て
み
て
新
し
い
世
界
を
切
り

開

い
て
い
く
、
こ
う

い

つ
た
姿
勢

で
臨

み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

皆
様
も

一
緒
に
ト
ラ
イ
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
京
都
市
肢
体
障
害
者
協
会
も
来
年
度
、

令
和
２
年
を
も

っ
て
法
人
化
２０
周
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
我

々
障

害
者
が
住
み
や
す

い
街

に
と
、
先
人
た

ち
が
努
力
し
て
培

っ
て
き
た
肢
体
障
害

者
協
会
も
高
齢
化
し

つ
つ
あ
り
、
難
題

も
抱
え

て
い
ま
す
が
、
会
員

の
皆
さ
ま

と

一
丸
と
な

っ
て
肢
体
障
害
者
協
会
が

よ
り
良

い
方
向

へ
と
望
ん
で
い
ま
す
。

今
年
も
会
員

の
皆
様
お
ひ
と
り
、
お
ひ

と
り
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致

し
ま
す
。

肢
体
障
害

者

協
会

も

〃
Ｏ

Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
″

で
行
き
ま
し
よ
う
。

令
和
初
の
新
春
を
迎
え
、

役
員
一
同
、
法
人
化
２０
周
年
に
向
か
っ
て
始
動
′

当
協
会
も
法
人
化
以
来
１９
年

の
歳
月

が
経
過
し
、
今
年

の
Ｈ
月
２０
日
で

「法

人
化
２０
周
年
」
を
迎
え
る
。

蟹
江
廣
吉
初
代
会
長
が
中
心
に
な

っ

て
戦
後
に
設
立
さ
れ
た
当
協
会
も
、
時

代

の
流
れ
と
共
に
変
化
を
続
け
、
高
山

弘
会
長

の
元
で
、
平
成
１２
年
Ｈ
月
２０
日

に

「特
定
非
営
利
活
動
法
人
」
と
し
て

新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。

あ
れ
か
ら
２０
年

の
歳
月
が
流
れ
、
高

山
弘

。
木
下
文
男
と
理
事
が
交
代
す
る

中
、
社
会

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
み
、

若
者

の
協
会
離
れ
が
起

こ
り
、
組
織

の

高
齢
化
が
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
き
て

い
る
。
そ
し

て
昨
年

６
月
か
ら
、
令
和

の
幕

開

け
と
共

に
、
大
江
正
照
新

理
事

長
を

中

心
と
し
た
、
下
記

の
新
体
制

が

ス
タ

ー

ト
し
た
。

女
性
初

の
副
理
事
長
誕
生
も
あ
り
、

新
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
協
会
作
り
に
、

理
事
会

・
事
務
局
を
中
心
と
し
て
、
協

会
員
全
員
が

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」

と
な

っ
て
取
り
組

み
、
新
し

い
時
代

の

協
会

の
あ
り
方
を
構
築
す
る
上

で
の
第

一
歩
と
な
る
よ
う
、
役
員

一
同
頑
張

っ

て
参
り
ま
す

の
で
、
会
員

の
皆
様

の
ご

理
解

。
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
本

年
も
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

理
事
会
理

事

長

副
理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

。
　

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

監
　
　
事

監
　
　
事

事
務
局
事
務
局
長

人バ
　　
　　
　
卦副

事
務
局
次
長

大
江
正
照

（西
京
区
）

菅
浪
善
造

（中
一示
区
）

小
坂
義
夫

（下
京
区
）

櫻
井
貞
子

（左
京
区
）

下
村
佳
子

（北
　
区
）

舟
木
　
勉

（上
京
区
）

高
木
　
徹

（東
山
区
）

木
下
文
男

（山
科
区
）

粂
山
義
隆

（工
示
区
）

森
岡
久
恵

（南
　
区
）

西
澤
昭
造

（右
一示
区
）

平
田
益
章

（伏
見
区
）

川
端
正
彦

（中
京
区
）

秋
谷
幸
枝

（亜
示
区
）

日
野
　
勝

（中
京
区
）

山
口
良
雄

（伏
見
区
）

小
坂
義
夫

（至
示
区
）

川
端
正
彦

（中
京
区
）

秋
谷
幸
枝

（亜
示
区
）
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仁
徳
天
皇
陵
古
墳

・
堺
市
見
学

令
和
元
９
月
２９
日

（日
）
に
実
施
し

ま
し
た
体
幹
機
能
訓
練
は
、
今
年
は
思

い
も
寄

ら
ぬ
秋
晴

れ

の
天
候

に
恵

ま

れ
、
思
わ
ず
感
謝
し
た

い
気
持
ち
で
し

た
。
そ
れ
は
、
台
風
１７
号
が
１
週
間
前

に
通
り
過
ぎ
、
当
日
は
秋
晴
れ
に
な
る

と
予
想
し
て
い
ま
し
た
が
、
週
間
予
報

で
、
当
日
は
早
朝
か
ら

一
日
中
雨
が
降

る
と
の
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
の
予
想
だ

っ

た
か
ら
で
す
。
朝
８
時
４５
分
集
合
。
９

時
過
ぎ
四
条
大
宮
公
園
を
出
発
。
第

二

京
阪

。
近
畿
道

・
阪
神
高
速
を
通

っ
て

堺
Ｉ
Ｃ
か
ら
大
山
公
園
に
到
着
。

ガ
イ
ド
さ
ん
の
話

で
は
、
高
速
道
路

が
、
た
と
え
日
曜
日
で
も
車
が
こ
ん
な

に
少
な

い
の
は
珍
し

い

で

で し

た
。
公
園
の
仁
徳
天
皇
陵
参
亀
の
前

集
合
写
真
を
撮
る
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ

れ
が
自
由
行
動

で
、
公
園
内

の
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
ガ
イ
ド
の
話
を
聞
く
人
と
、
博

物
館

へ
行
く
人
と
、
散
策
に
出
掛
け
る

人
に
別
れ
た
。

日
本
最
大

の
前
方
部
を
南
を
向
け
た

境
丘
は
全
長
約
４
８
６

ｍ
、
後
円
部
直

径
約
２
４
９
ｍ
、
高
さ
約
３４
・
８
ｍ
、
前

方

部

幅

約

３

０

７

ｍ
、

高

さ
約

３３

・

９

ｍ
の
規
模

で
今
年

の
７
月
世
界
文

化
遺

産

に
登
録

さ

れ

た
。

こ
の
古
墳

は
１
５
０
０
年
前

に
２０
年

の
歳

月

と

２
０
０
０
人

の
労
働
者
を
要
し
て
完
成

し
た
そ
う
で
す
。
前
方

。
後
円
部
３
段

築
成
。
仁
徳
天
皇
陵

の
名
称
は

「被
葬

者
が
特
定

で
き
て
い
な
い
」
と
の
立
場

か
ら
学
界
や
教
科
書
な
ど
で
地
名
を
基

に
し
た

「大
山
古
墳
」
と
の
表
記
も
多
い
。

昼
食
時
間
も
迫

っ
て
来
た
の
で
、
大

阪
ベ
イ
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
昼
食
。
木
下

文
男
様

の
乾
杯

の
音
頭

で
食
事
が
始
ま

つ
た
。
び

っ
く
り
す
る
よ
う
な
大
き
な

お
椀

に
お
か
ず

が
入

っ
て
い
て
、
又
も

ビ

ツ
ク
リ
。

次
に
向
か

っ
た
の
は
堺
伝
統
産
業
会

館
、
堺

の
名
物

の
刃
物
が
沢
山
並
べ
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
他
お
香
や
和
菓
子
、

昆
布
、
緞
帳
な
ど
が
並

べ
ら
れ
て
い
た
。

次
は
堺
市
役
所
２‐
階

ロ
ビ
ー
に
上
が

る
と
、
晴
れ
て
い
た
の
で
、
古
墳
群

の

森
や
堺
市

の
街
並

み
が
良
く
見
え
た
。

そ
の
他
、
最
後
に
マ
グ

ロ
や
鯨

の
肉

や
色

々
な
魚
が
な
ら
べ
ら
れ
て
い
る

マ

グ

ロ
パ
ー
ク
で
買

い
物
。
３
時
頃
、

マ

グ

ロ
パ
ー
ク
を
出
発
。
途
中
渋
滞
も
な

く
５
時
前
に
無
事
到
着
。

今
回
も
運
転
手

の
方
と
ガ
イ
ド
さ
ん

が
、
私
達
障
害
者
に
対
し
て
、
車
イ
ス

の
リ

フ
ト
上
げ

に
対
し
て
、　
一
生
懸
命

に
な

っ
て
助
け
て
頂
き
、
感
謝

の

一
言

で
す
。

厚
生
部
会
　
川

端

正

彦
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体
育
部
長
　
菅

浪

善

造

今
年
も
、
好
天
に
恵
ま
れ
Ｈ
月
４
日

（日
）
午
後
１
時
洛
南
身
体
障
害
者
福
祉

会
館
訓
練
室
に
於

い
て
、
第
１０
回

フ
ラ

イ
ン
グ
デ

イ
ス
ク
大
会
を
開
催
。

ご
来
賓

の
京
都
市
保
健
福
祉
局
障
害

福
祉
推
進
室
社
会
参
加
推
進
課
長
　
大

西
則
嘉
様
。
公
益
社
団
法
人
京
都
市
身

体
障
害
者
団
体
連
合
会
事
務
局
長
　
八

田
由
美
子
様
ご
参
加
戴
き
、
終
了
時
ま

で
応
援
し
て
頂
き
ま
し
た
。
優
勝

の
南

区
チ
ー
ム
の
市
長
表
彰

で
は
大
西
則
嘉

様
よ
り
授
与
し
て
戴
き
ま
し
た
。

毎
年
開
か
れ
て
い
る
身
障
国
体

で
フ

ラ
イ
ン
グ
デ

イ
ス
ク
競
技

に
参
加
さ
れ

る
会
員
が
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
茨
城
県

到
着
後
台
風
接
近
で
大
会
中
止
と
な
り

一
泊
後
、
帰
省
と
残
念
な
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

今
年
も
京
都
福
祉

レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ

ン
研
究
会
様
よ
り
安
田
由
美
子
様
は
じ

め
９
名

の
ご
協
力

で
、
総
勢
５４
名

の
参

加

に
て
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

が
、
当
日
数
名

の
不
参
加
が
目
立
ち
残

念

で
し
た
。

司
会

の
牧
野
委
員
進
行

で
、
ご
来
賓

挨
拶
、
小
坂
副
理
事
長

の
開
会
挨
拶
、

吉
村
委
員

の
優
し
い
準
備
体
操

で
心
身

を
ほ
ぐ
し
て
貰

い
ま
し
た
。

大
西
則
嘉
様
、
八
田
由
美
子
様
、
安

田
由
美
子
様
、
３
名
に
よ
る
試
投
を
し

て
戴
き
開
会
。

各
行
政
区
順
に
参
加
者
全
員
が
Ю
投

ず

つ
投
じ
、
重
度

で
車
椅
子
の
方
は
３

ｍ
、
他

の
方
は
５

ｍ
に
設
定
し
上
手
、

下
手
関
係
な
く
皆
さ
ん
の
明
る
い
歓
声

で
、
多

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

団
体
戦

の
順
位
は
各
区

の
上
位
４
人

の
合
計
点
数
に
よ
り
決
定
。
ま
た
、
得

点
集
計
時
間

の
合
間
を
利
用
し
て
、
今

年
も
吉
田
委
員
が
、
更
に

一
段
と
趣
向

を
凝
ら
し
、
少

々
頭
を
捻

っ
た
音
楽
ク

イ
ズ

で
、
皆
さ
ん
尚

一
層
楽
し
ん
で
戴

い
た
で
し

ょ
う
か
？
　
多
数

の
方

々
に

景
品
を
受
け
て
貰

い
ま
し
た
。

団
体
優
勝
　
南
区
チ
ー
ム
に
は
、
京

都
市
長
表
彰
状
を
大
西
則
嘉
様
よ
り
授

与
さ
れ
る
。

各
１
、
２
、
３
位
、
飛
賞

の
方

々
に

賞
品
を
お
渡
し
、
個
人
戦

で
は
飛
賞
を

含
め
て
１５
名

の
方
に
賞
品
が
当
た
り
ま

し
た
。
体
育
委
員
以
外

で
、

い
ろ
い
ろ

と
お
手
伝

い
戴
き
ま
し
た
、
皆
様

の
ご

理
解
と
ご
協
力

で
大
会
が
ス
ム
ー
ズ

に

運

べ
た
と
思

い
ま
す
。
今
後

の
為
に
も
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
お
間
か
せ
く
だ
さ

い
。

有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

※
洛
南
身
体
障
害
者
福
社
会
館

の
ご
配

慮

で
、
１
時
間
も
早
く
開
館
し
て
戴

・き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

国
窟
圏
大

江

正

照

吉

田
隆

二

一
口

）

（令
和
元
年
Ｈ
月
３０
日
現
在
）

翻
財
ぞ
譜
まし熙

箱
根
・美
術
館
巡
り

一訓
田

美
智
子

小
田
原

の
改
札
を
出

て
、
箱
根
登
山

電
車

の

「
湯
本
行
き
」
に
飛
び
乗

っ
た
。

湯
本
駅
前

の
観
光
案
内
所
が
薦
め
る
宿

に
投
宿
。
翌
朝
、
美
術
館
巡
り
に
出
発

し
た
。　
一
度
は
訪
ね
た
か

っ
た
ポ
ー
ラ

美
術
館

へ
と
直
行
し
、
次
は
箱
根
庭
園

美
術
館
に
向
か

っ
た
。

紅
葉
が
絶
景

の
有
名

ス
ポ

ッ
ト
だ
が
、

時
期
的
に
早
過
ぎ
て
残
念
で
し
た
が
…
…
。

最
後
は
箱
根
ガ
ラ
ス
美
術
館

へ
。
色

鮮
や
か
な
ガ

ラ
ス
エ
芸
品
を
見
学
後
、

美
し
い
庭
園

の
中
に
建

つ
イ
タ
リ
ア
ン

ム
ー
ド
に
溢
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
。

シ

ェ
フ
や
料
理
人
も
本
場

の
人

で
、　
一

日
二
回
の
シ

ョ
ー
タ
イ
ム
で
は
本
物

の

カ
ン
ツ
オ
ー
ネ
が
客
席
に
響
き
渡
る
。

そ
の
歌
声

に
感
動

で
し
た
。

車
窓
か
ら
小
田
原
城
を
眺
め
て
帰
途

に
着

い
た
が
、

こ
こ
に

一
筆
書
き
添
え

た
い
事
実
が
―

湯
本
駅
に
ホ
テ
ル
の
送
迎
バ

ス
が
満

員
状
態

で
到
着
し
、　
一
人
待

つ
私
に
、

「最
終
便
だ
か
ら
積

み
残
せ
な
い
」
と
、

案
内
所

の
人
が
大
声

で
車
内
に
車
椅
子

と
私
を
押
し
込
ん
で
く
れ
た
。

そ
の
時

で
す
―
　

い
つ
、
何
故
か
ら

現
わ
れ
た
の
か
若

い
男
女
が
更
に
押
し

込
み
で
乗
車
。
女
の
顔
を
見
て
た
ま
げ
た
。

青

い
車

で
四
人
組

の

一
人

（超
悪
夫

婦

の
娘
）

で
、
同
じ
宿
に
、
同
じ
食
事

処
を
予
約
と
、
私

の
言
動
を

コ
ピ
ー
す

ろ
堂

々
た
る
ス
ト
ー
カ
ー
ぶ
り
だ
。

こ
の
新
間
は
新
年
号
で
連
載
中
の

コ
ロ

い
車
だ
」

の
内
容
が
新
春
に
ふ
さ
わ
し

く
な

い
と
思

い
、
こ
の
よ
う
な
記
述
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
次
号
に
続
け
ま
す
。

●団体戦

優 勝  南 区
準優勝 ‐左1京区
第3位  山1科区
飛賞6位 右京区

●個人戦 |

1優 1勝‐吉村昭哉
第 2位 吉田隆二
第 3位 中村静子

31点

26点

23点

17点

10点 (上京区)
10点 (西京区)
8点 (中京区)

様 様



令和 2年 1月 1日 きょうと 身障の福祉 第 349号 (4)

去
る
１１
月
１８
日
、
国
際
障
害
者
交
流

セ
ン
タ
ー

〈
ビ

ッ
グ

・
ア
イ
）
で

「
日

本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
近
畿
ブ

ロ

ッ
ク
福
祉
大
会

・
身
体
障
害
者
相
談
員

研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

午
前
９
時
、
京
都
市
身
体
障
害
者
団

体
連
合
会

の
日
野
筆
頭
副
会
長

・
八
日

事
務
局
長
を
は
じ
め
、
約
３０
名
が
参
加

し
て
、
京
都
駅
八
条

口
を
出
発
。

午
前
Ｈ
時
か
ら

「第
３９
回
近
畿
ブ

ロ

ッ
ク
福
祉
大
会

」
が
開
会
。
大
阪
市

の

手
嶋
勇

一
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会

会
長

の
挨
拶

で
始
ま
り
、
来
賓

の
大
阪

市
副
市
長

。
大
阪
市
会
議
長

。
日
身
連

副
会
長

の
挨
拶
、
近
畿
２
府
４
県
４
政

令
指
定
都
市

の
会
長
が
紹
介
さ
れ
、
京

都
市
は
日
野
勝
市
身
連
筆
頭
副
会
長
が

紹
介
さ
れ
た
。

５
分
間

の
休
憩

の
後
、
奈
良
県

。
大

阪
市

・
和
歌
山
県

の
議
長
団
が
結
成
さ

れ
、
「
前

年
度
決

義
事

項
処

理
報
告
」

が
昨
年
開
催

の
奈
良
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
連
合
会
事
務
局
長
か
ら
行
わ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。
続

い
て
、
「
大
会
宣
言

（案
と

。
「大
会
決
議

（案
と

が
承
認
さ

れ
、
次
期
開
催
地

の
和
歌
山
県
身
体
障

害
者
連
盟
会

の
挨
拶

で
、
福
祉
大
会
は

終
了
し
た
。

午
後
１
時
か
ら

「第
２‐
回
近
畿
ブ

ロ

ツ
ク
身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会
」
が

開
会
。
内
閣
府
政
策
総
括
官

（共
生
社

会
政
策
担
当
）
付
参
事
官

（障
害
者
施

策
担
当
）
衣
笠
秀

一
氏
を
講
師

に
迎
え
、

「
障
害
者
差
別
解
消
法

に

つ
い
て
」
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

「障
害
者
差
別
解
消
法
」
に

つ
い
て
は
、

成
立
前
か
ら
何
度
も
講
演
を
聞

い
て
い

る
が
、
来
年
が
条
約
批
准
後
初
め
て
の

国
連
に
よ
る
審
査

の
年

で
あ
り
、
国
連

の
障
害
者
権
利
委
員
会

の
審
査

・
勧
告

等
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
天
口
理
的
配
慮
」
の

一
部
と
考

え
て
い
た

「環
境

の
整
備
」
が
、
天
口
理

的
配
慮
」
と
並
列

の
関
係
に
あ
る
事
も
、

新
た
な
発
見

で
あ

っ
た
。

顔
な
じ
み
の
他

の
政
令
都
市

の
方
や

久
し
ぶ
り
に
会

っ
た
京
都
府

の
方
と
の

再
会
も
あ
り
、
有
意
義
な
時
間

で
し
た
。

午
後
２
時
３０
分
に
、
ビ

ッ
グ

・
ア
イ

を
出
発
、
帰
路

に
就

い
た
。

広
報
部
　
小

坂

義

夫

新
年
を
迎
え
、
和
や

か
な
日
々
を
お
過
ご
し
の
事
と
存
じ
ま
す
。

『身
障
の
福
祉
』
も
、
次
号
で
第
３
５
０

号
と
な
り
ま
す
。
思
え
ば
、
歴
代

の
広

報
部
員

の
方

々
の
ご
苦
労
を
感
じ
る
と

共

に
会
員

の
皆
さ
ん

の
御
協
力
が
あ

っ

た
か
ら
だ
と
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

そ
の

一
方

で
、
会
員

の
皆
さ
ん
か
ら

の
投
稿
が
減

っ
て
い
る
事
も
事
実

で
す
。

今
後
も

『身
障

の
福
祉
』
を
４
０
０
号
、

５
０
０
号
と
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
原
稿
が
不
可
欠
だ

と
思

い
ま
す
の
で
、
事
業

の
感
想
、
小

説
、

エ
ッ
セ
イ
、
俳
句
等
、
ジ

ャ
ン
ル

を
問

い
ま
せ
ん

の
で
、
メ
ー
ル

・
Ｆ
Ａ

Ｘ

。
郵
便
と
、
提
出
し
や
す
い
方
法
で
、
多

数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問 題

今年の東京オリンピック

で、マラソンと競歩が行わ

ねる都市|よ ?

7. 東 京
2.  本し 幌

3.京 都

4.  i山  台

`"霜骨鸞 ,.・・'一 '‐ を,

①クイズの答え ②住所
③ 氏名 ④電話番号 ⑤
l月号広報紙の意見、感想

をお間かせ下さい。⑥答え

は必ず官製ハガキでお願い

致します。

締切り3月 10日 (消印有効)

〒601-8321南区吉祥院西定成町35

洛南身障福社会館内

肢体障害者協会クイズ係まで

◎前回の答えは、
「3.闘球」でした。

応募総数 6通。当選者
は1賞品の発送をもつ
て発表にかえさせてい

ただきます。

正解者には、抽選で3名

様に、図書カー ド1000

円分をお送りします。

お葬式

家族葬

琶顧10120-0014112001
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